
電気 。電子工学 試験問題 2016年 7月 26日

抵抗のインピーダンスZR(Ω ), コイルのインピーダンスZL(Ω), コンデンサのインピーダンス

Zc(Ω)は それぞれ,

Zo)の逆数であるアドミタンス y(s)を用いて考える。すなわち,

である。抵抗のアドミタンス yR,

れぞれ,

y=ゥ

コイルのアドミタンス yL,

である。

ZRと Zこ とZcの並列合成インピーダンスを ZRLcと する。また図 1の並列合成アドミタンス

を yRLCと す る。 yRLCは ZRLcの 逆 数 フ走 τ
な の で ,
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となる。この式の実部 と虚部に分けたうえで虚部をまとめた式を書 くと,
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である。

ここでインピーダンズ
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コンデンサのアドミタンス ycは そ
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のときlyRLclが最小値書になる. このときのωをQと すると,この
`的

は,
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となる。ω を変化させるとき合成アドミタンス

複素平面上で考えると,虚部が 0の とき lyRLcl

yRLCの 絶対値 lyRLCIが どのように変化するかを

が最小値春になることがわかる。すなわち,

である。
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